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富津市立青堀小学校
〒293－0001

千葉県富津市大堀2042番地４
電 話 0 4 3 9（ 8 7 ）0 0 6 3
ＦＡＸ 0 4 3 9（ 8 8 ）0 8 6 3
E-mail : aohori @ futtsu. ed. jp

４．在籍児童数
令和４年５月１日現在

６．学校医・区長・学校運営協議会委員・ＰＴＡ役員　  ※ 敬称略

５．職 員 構 成

７．校舎配置図

⑵　小中連携教育

○ 富津地区小中連携教育推進会議

① 学習部会 ……… 学力向上のための取組、基本的な学習習慣の形成等

② 生徒指導部会 …  生徒指導上の情報交換、就学指導委員会に関わる情

報交換等

③ 健康安全部会 … 学校保健安全委員会の共同開催、学区危険箇所確認等

⑶　地域の特色をいかした教育活動

①　教　科

学区探検、公共施設、地域の生産や販売の仕事、地域の伝統文化、暮ら

しを守る仕組み、海苔養殖の発展に尽くした先人の働き、農業生産や工

業生産、古墳等の歴史学習等

②　総合的な学習

富津市の産業や歴史、福祉活動、地域の歴史、キャリア教育等

⑷　地域諸団体との協力や連携による教育活動

①　読み聞かせボランティア活動「お話レストラン」

人　　数：５名　　　　実施学年：全学年

活動内容：読み聞かせ、読書活動イベントの実施

連携内容：ハートフル図書館大作戦、読書活動への参加

②　読書環境ボランティア活動

人　　数：７名

活動内容：学校図書館・読書活動の環境整備

連携内容：ハートフル図書館大作戦、読書活動への参加

③　地域連携ふれあい協議会

協議会員：区長　民生児童委員　主任児童委員　青少年相談員

子ども会育成会代表　ＰＴＡ代表　社会体育団体代表

青堀小職員

活動内容：学校・家庭・地域が連携・協力し合いながら、地域の

子ども達の健全育成への取り組み

連携内容：福祉標語審査、福祉標語の地域への紹介

④　交通安全推進隊

隊　　員：大堀２区と大堀５区のボランティア隊員

活動内容：児童の安全な登下校のための指導

連携内容：交通安全教室への参加、情報の提供と指導

⑤　主な青堀小学校区社会体育団体

○ 富津ＭＢＣ　　　　　　　 ○ 青堀少年野球クラブ
○ 青堀サッカークラブ　　　 ○ 青堀フレッシュクラブ
○ ミサキジュニアバレーボールクラブ
○ ＲＡＬＬＹＳ

年 １ ２ ３ ４

組 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ １ ２ ３

男 16 15 16 16 15 15 14 13 13 13 16 17 17

女 18 19 19 17 17 18 15 15 15 15 21 20 19

計 34 34 35 33 32 33 29 28 28 28 37 37 36

計 103 98 113 110

年 ５ ６ なかよし
１

なかよし
２

なかよし
３

たんぽぽ
１

たんぽぽ
２

総 計
組 １ ２ ３ １ ２ ３

男 20 20 20 18 18 18 6 5 5 5 2 333

女 15 16 15 16 17 16 2 2 3 0 4 334

計 35 36 35 34 35 34 8 7 8 5 6
667

計 106 103 23 11

役  職 （担任等） 氏　 　 名 役  職 （担任等） 氏　　  名

校 　 　 長 山　下　秋一郎 たんぽぽ１･主任 臼　井　俊　男

教 　 　 頭 浅　倉　明　美 たんぽぽ２ 保　坂　恒　輔

教 　 　 頭 城　森　隆　之 ことばの教室 座　間　寿　子

教 務 主 任 小　谷　美　和 社会 ･家庭科専科 木　島　満　子

生徒指導主任 佐　藤　紗都子 音 楽 専 科 平　田　雅　子

１ 年 １ 組 阿　部　はるか 英 語 専 科 北　川　明　子

１年２組･主任 植　田　　　霞 日本語指導 松　本　恵美子

１ 年 ３ 組 髙　梨　咲　希 初任者指導 酒　井　紀　昭

２ 年 １ 組 宮　本　剛　志 少人数指導 大　澤　典　子

２ 年 ２ 組 庄　司　茉　由 事  務  長 萱　野　和　広
２年３組･主任 浦　島　里　枝 養 護 教 諭 松　井　啓　子

３ 年 １ 組 小　代　友　希 栄 養 教 諭 藤　田　陽　子

３ 年 ２ 組 並　木　茂　子 主 　 　 事 岡　野　拓　未

３ 年 ３ 組 榎　本　尋　文 用  務  員 田　中　聖　子

３年４組･主任 福　中　のぞみ 指導補助教員 高　浦　明　弘

４年１組･主任 西　本　真　也 指導補助教員 大　野　由紀子

４ 年 ２ 組 坂　本　　　萌 指導補助教員 有　馬　佐恵子
４ 年 ３ 組 鈴　木　　　栞 指導補助教員 川　名　美枝子

５ 年 １ 組 須　藤　健　太 指導補助教員･自立支援指導員 岩　﨑　優　香

５年２組･主任 儘　田　香　織 特別支援教育指導員 鈴　木　君　枝

５ 年 ３ 組 金　子　尚　寛 特別支援教育指導員 菰　田　啓　子

６ 年 １ 組 加　藤　悠　也 学習サポーター 下　山　千　波

６ 年 ２ 組 渡　辺　大　夢 初任者後補充教員 植　松　広　明

６年３組･主任 緒　形　知　子 スクールサポートスタッフ 刈　込　里　美

なかよし１ 大　田　弘　子 Ａ  Ｌ  Ｔ デビン・アビドン

なかよし２ 鈴　木　隆　之 スクールカウンセラー 渡　邉　芳　美
なかよし３ 鹿　島　房　子 読書支援員 吉　田　琴　美

役　職 氏　名

ＰＴＡ会長 内堀貴文

 〃  副会長 平野正人

 〃  副会長 遠藤　実

 〃  副会長 小曽根　昇

 〃  副会長 林　真美

 〃  副会長 中島祥子

役　職 氏　名

学校運営協議会委員 榎 本　 孝

〃 鈴 木 秀 和

〃 石 井 朝 子

〃 平 野 恵 子

〃 峯 有 美 枝

〃 若 月 忠 光

〃 木 幡 優 子

〃 内 堀 貴 文

役　職 氏　名 役　職 氏　名

学　校　医 東　秋弘 １　区　長 武次治幸

学　校　医 金井徳彰 ２　区　長 榎本　孝

学校歯科医 熊切　篤 ３　区　長 溝田乃治

学校歯科医 飯島達郎 ４　区　長 小柴晴雄

学校薬剤師 海老沢優子 ５　区　長 安室良二

Administrator
スタンプ



１．学区等の概要

２．主な学校のあゆみ

３．学 校 経 営

　本校は、明治６年に大堀小学校、翌年青木小学校・西川小学校が開設され

る。その後幾つかの分離統合を繰り返し、明治36年７月に青堀尋常小学校

が開校される。そして、明治・大正・昭和の教育制度の改革、地域の合併分

離等の変遷を経て現在に至る。平成16年２月に創立100周年記念式典を挙行

する。

　学区は、富津市の北西部に位置し東京湾を臨み、かつての産業は、海苔養

殖と専業農家が大半を占めていた。昭和 40年以降、工業地帯の造成が進み、

小糸川を隔てた隣市に製鉄所、地域内には火力発電所や工場が建設され、現

在は大型店舗も進出し大きく変貌を遂げている。

　地区の構成は５つに分けられ、世帯数は令和４年４月現在で、5,285世帯。

人口は 11,447 名、このうちＰＴＡ会員は、494 世帯となっている。保護者

は大半がサラリーマン家庭となり、他地域からの転居者が増加している。核

家族世帯が多くなっているが、学校への関心は高い。ＰＴＡ役員を中心に学

校に協力する意識は高いと言える。

　児童数は 667名で、年間 10名程度の転出入がある。

明治 6．3．1 青堀村明澄寺を借り大堀小学校を開設

明治 7．9．28 青木村浄信寺を借り青木小学校を開設

明治20．2． 大堀小学校を大堀尋常小学校と改称

明治25．1．2 青木小学校を青木分校とする

明治36．7．24  青木分校が独立し青堀南小学校、大堀尋常小学校は青堀

北小学校と改称

 青堀南北両校合併、青堀尋常小学校と改称

明治45．3．28 高等科設置、青堀尋常高等小学校と改称

昭和16．4．1 青堀国民学校と改称

昭和22．5．1 青堀小学校と改称

昭和30．3．31 町村合併により富津町立青堀小学校と改称

昭和38．8．29 校歌制定

昭和41．7．23 学校プール完成

昭和46．9．1 市制施行により富津市立青堀小学校と改称

昭和50．4．1 新校舎落成

昭和55．3．8 給食調理場落成

昭和63．11．16 自主公開研究会（国語科）

平成元．10．11 富津市教育委員会表彰（安全・国語）

平成 2～3 文部省市教委指定道徳教育研究

平成 4．1．22 県教育長表彰（学校給食）

平成 4．11．7 文部省体育局長最優校（給食調理）

平成 6．11．1 県教育功労賞（団体の部）

平成 7．1．18 文部大臣表彰（保健統計調査）

平成10．4．1 県教育委員会生徒指導推進地域指定

平成13．4．1 県学力向上推進研究指定

平成14．4．1 文部科学省学力向上フロンティアスクール指定

平成16．2．29 創立百周年記念式典挙行

平成16．11．18 文部科学省指定学力向上フロンティアスクール公開研究会

平成21．11．2 児童棟耐震工事完了

平成24．9．21 体育館耐震補強工事完了

平成25．6 児童会マスコット「アオリー君」決定

令和 3． 3 ＧＩＧＡスクール タブレット端末１人１台ずつ配備

令和 3． 7 トイレ改修工事完了

⑴  実践の方法

１．あいさつの輪をカラスまで ……  めざすところは、次の３つ。①青堀小の子どもたち全員があいさつできる。②保護者や地域の方、来校者にもあいさつで
きる。③ ｢おはようございます ｣以外のあいさつもできる。最終的には、青堀小にいるカラスまでもがあいさつするよう
な学校にしていきたい。

２．１時間ごとの授業の充実 ……… 45分の授業をいかに充実させるか。学校における諸課題解決の鍵はこの点にある。
 　〇 45分フルに活用した授業
 　〇 生徒指導の機能（自己決定、自己存在感、共感的人間関係）を生かした授業

３．個性を生かした魅力ある学級経営 …  めざすところは、落ち着いて学習に取り組める学級。本校の大きな課題である学力向上を解決する大きなカギは、魅力の
ある学級経営にある。

４．共通理解・共通実践 ……………  どんな組織であっても、共通理解・共通実践が必要である。凡事徹底、または、Ａ:あたりまえのことを、Ｂ:ばかにせず、
Ｃ:ちゃんとにやることは、子どもも職員も同じである。

５．率先垂範　　　　　 …………… 子どもにとって最大の教育環境は教職員である。

６．教職員の力量の向上 …………… 一人一人の力量を向上させることが、青堀小学校の教育力を向上させることになる。

７．地域・家庭との連携 …………… 保護者や地域の方の理解と協力を得るためにホームページや学校便りの充実を図り、学校の取り組みを伝える。

８．特別支援教育の充実 ……………  特別支援学級に 34名の児童が在籍している。また、通常学級に在籍する特別に支援を要する児童もいる。特別支援教育
推進委員会、生徒指導会議等を機能させながら、学校全体で指導していく。

９．教育環境の整備　　 ……………  古い校舎のため市教委と相談しながら、計画的に修繕する。また、職員・ＰＴＡで修繕できるものは進めていく。古いけ
れども整った教育環境をめざす。

学校教育目標

保護者  の  願  い

教職員  の  願  い

児 　童  の  願  い

地 　域  の  願  い

あ あいさつする子

お 思いやりのある子

ほ 本気で学ぶ子

り リーダーになる子

～ 自ら、

　　 進んで、

　 　　やり抜く子 ～

 「新みんなで取り組む、
『教育立県ちば』プラン」
 市学校教育の指針

各　種　法　令

〇 あいさつする子

　あいさつを突破口として、コミュ
ニケーション力、社会力（人とより
よく関わろうとする力）の育成を図る。

〇 思いやりのある子

　いつの時代も人を思いやる心の大
切さは変わることがない。
　まずは身の回りの友達に対する思
いやりを、そして、最終的には、「一
人はみんなのために、みんなは一人
のために」の実現を図る。

〇 本気で学ぶ子

　本気で学習し、本気で運動し、本
気で諸活動に取り組む子どもになっ
てほしい。本気で学ぶことで得られ
る成就感、達成感、悔しさ。本気で
学ぶことで心も頭も豊かになっていく。

〇 リーダーになる子

　私たちには、義務教育９カ年で自立
した人間の基礎を身につけさせるとい
う大きな使命がある。そのために、主
体性、自律性、協調性を欠かすことは
できない。学校教育の様々な場面で、
誰もがリーダーになり、主体的、自律
的に活動する経験をしてほしい。

め ざ す 児 童 像

学校経営の重点９つ

☆上機嫌で

　「不機嫌は罪である」。不機嫌な人のところには人も情報も集まらないだけでなく、周りの人を不愉快する。組織として生きていく上では、一人ひとりが上機

　嫌で過ごすことがとても大切。子どもに対しても、職員同士でも、保護者に対しても。もちろん家族にも。「春風を以て人に接し」、毎日を上機嫌で過ごそう。

児童一人ひとりのよさを生かすための教材研究
～児童が課題に一生懸命向き合い、学びを感じられる算数科の授業を目指して～

研 究 主 題

研究の内容

① 授業の振り返りを数値化し、振り返りに基づいた授業改善による児童の意欲向上を目指す。

② ＧＩＧＡ研修を通じて教師の指導力及び、児童の活用技能の向上を図る。

③ 教師の授業力・指導力の向上を目指す。

研究の目標

① 「児童が課題に一生懸命向き合い、学びを感じられる授業」を達成するために、「算数科において、日常的に
　振り返り ｣を行い、授業改善を図る。

② ＧＩＧＡ研修を通しての教師の指導力及び、児童の活用技能の向上を図る。

③ 指導者間での情報共有を行い、日々の授業を充実させるための教材研究を行う。


